1 939 年に 移転した 新 工場。 当時、 工場の 周辺には  創業者の 西 園 二郎氏 （左） と 初代 社長の 丹 羽 昇 氏。 

田んぼが 広がって いました  創業 時、 西 園 氏は 21 歳、 丹 羽 氏は 24 歳と いう 若さでした 


NTN の 陸上競技 部。 大きな 大会で 活躍す る 選手 も 普段は 製作所 内で 働き、 
仕事 も スポーツ も 能力を 高めて います 


2«跳  NTN 

社名は 変更しながら も 製品には、 創業 当時から 「NT  N」 の マー クが 付け 
られ てきました。 現在は 「For  New  Technology  Network」 の 意味を 持つ 
ています (左は 創業 時、 右は 現在の ロゴ） 


Information 

NTN 株式会社 桑 名 製作所 

桑 名 市 大字 東方 字 土 島 2454  TEL0594-24-1812 

NTN 株式会社 産業機械 技術 開発 センター 

桑 名 市 大字 東方 字 尾 弓 田 3066  TEL0594-24-1900 

NTN 株式会社 先端技術 研究所 

桑 名 市 陽 だまりの 丘 5- 105  TEL0594-33-1250 


る 総合 産業 メ ー ヵ ー へと 成長。 「す 
ベての 原点は 桑 名で 生まれた ベア 
リング ◦桑 名 製作所は 全世界 工場 
の マ ザ ー エ場と 呼ばれて います」 
と 上田 所長は 話します。 

地域と ともに 歩み 100 年 

さまざまな 事業で 恩返し 

2018 年、 西 園 鉄工所の 設立 

から loo 年を 迎えました。 「10 

〇 年 も 操業して こられた のは、 地 

域の おかげ。 これから も 地域の 方 

とともに 歩んで いきたい」 と 上田 

所長 ◦シティ ホ ールや 総合 運動 公 

園の ネー ミン グライツを 得た の 


も、 文化 活動 やスポ ー ッで 地域に 
貢献したい といぅ 思いから です。 

スポ ー ッ では、 約 60 年の 歴史を 持 
つ 陸上競技 部が 活躍。 ニュ ー ィャ ー 
駅伝に 13 年 連続 54 回 出場し、 国民 
体育 大会と 全日 本 実業 団 対抗 陸 

上 競技 選手権大会で 優勝した 短距 

離 選手 も 所属して います。 選手た 

ちは 市が 開催す る ジョギング 教室 や 

かけっこ 教室、 小学校での 陸上 教室 

に 参加 ◦「桑 名から 世界で 活躍す る 

ア スリ^ — 卜を 輩出で きる といいです 

ね」 と 陸上競技 部の 部長 も 務める 

堀 田 副 所長は 期待を 込めます。 

多 度 山の 再生に 取り組む 「NT 


が ある 方 も 多い のでは ないで しょぅ 
か」 と 上田 所長は 目を 細めます。 

現在の 場所に 移った のは 193 
8 年。 内堀に あった 50 坪の 工場が 
手狭に なって いた 矢先、 火災に ょ 
り 主要 設備を 焼失し、 桑 名工 場を 
建設し ました。 194  5 年、 第 2 次 
世界大戦の 本土 空襲が 激化す る 
と、 航空機の 主力 工場であった 桑 
名工 場は 標的に。 無残な 姿に 一 変 
し、 操業が 再開され たのは 194 
7 年に なつての ことでした。 
戦後の 復興 期から 高度 経済成長 

期に おいて、 ベアリングは 農業、 エ 

業、 医療、 運送な ど 幅広い 業界から 

求められました。 メ ー カ ー に 寄り 

添いながら 商品 開発と 品質 向上を 

続け、 事業を 拡大。 海外 展開は、 日 

系 自動車 メ ー カーの 海外進出に 伴 

つた ものでした。 

現在では ドライブ シャフト、 ハ 

ブ ベアリング、 精密 機器 も 製造す 


N こもれびの 森」 では、 植樹 や 間 
伐、 草刈り や 森林 環境 教育を 実施。 
市内の 清掃に 取り組む クリ ー ン作 
戦 も 実施して います。 

7 月に 開催され る 桑 名 水郷 花火 
大会は、 毎年 クラィ マッ クスの 21 
分 間に 協力。 2 尺 玉を 17 発 も 入れ 
込むな ど、 毎年 さまざまな 仕掛け 
で 見物 客を 驚かせて います。 「毎 
年、 花火師の 方と 一緒に テ ー マ や 
構成を 考えて います。 今年 もす で 
に 制作が はじまつ ています。 楽し 
みに していて くださいね」 とほ ほ 

笑む 上田 所長。 「地域の 皆さんに 喜 

ん でもら える のが 一番。 『NTN さ 

ん 、ありがとう！』 と 会場で 聞こえ 

るの が うれしい」 と、 堀 田 副 所長 も 

笑顔で 続けます。 

産業を 支える 縁の下の力持ちと 

もい える、 N  T  N 株式会社。 今後 も 

発祥の 地 •桑 名 市と ともに、 時を 

刻んで いくので しょう。 
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「産業の 米」 ともい われる 
多種多様な ベアリングを 製造 

青色に 「NT N」 と 書かれた 看板 
を 掲げる 建物が 密集す る N  T  N 株 
式 会社 桑 名 製作所。 「ナ ゴヤ ド ー ム 
4 個 分の 敷地には、 現在、 1 1 6  5 
人が 働いて います」 と 話す のは、 桑 
名 製作所の 上田 智 所長。 産業機械 
向けの ベアリング や 精密 機器を 主 
に 製造して います。 

ベアリングは、 ものを 動かす と 
きに 発生す る 摩擦を 減らし、 滑ら 
かに 動かす ための 部品 ◦自動車 や 
電化製品の ほか、 風力 発電、 立体 駐 
車 場、 医療機器、 航空機な ど、 あり 
と あらゆる 機械に 用いられて いま 
す ◦「『産業の 米』 ともい われ、 回る 
動作を 持つ 製品で あれば、 ほ とん 
ど 使用され ています」 と 堀 田勉副 
所長は 話します。 

外輪、 転 動体、 内輪、 保持 器と い 
ぅ 4 つの 部品から 成り、 loo 年 前 
から その 基礎は 変わりません。 桑 
名 製作所では、 内径 5 mm の 小さな 
製品から 外径 2.5 m の ものまで、 
大小 さまざまな ベアリングを 製 
造。 多様な 機械に 対応して います。 

50 坪 ばかりの 鉄工所が 
純 国産の 基礎 づ くりに 貢献 

19100 年、 創業者の 西 園二郎 
氏は、 桑 名 群 桑 名 町内 堀 (現 •桑 名 
市内 堀) に 西 園 鉄工所を 設立。 初代 
社長を 務めた のは、 大阪で 機械工 
具 商を 営んで いた 丹 羽 昇 氏 ◦両者 
の 関係は、 精米 機 生産の 依頼を き 


つかけ に 始まりました。 

1922 年、 ベアリングを 積ん 
だ スゥ H 1 デン 船が 横 浜 港で 沈没。 
当時、 日本には 輸入 ベアリング しか 
なく、 スゥ エ ー デン 製は 高価で 高 品 
質でした。 沈没船から 回収され たべ 
ア リングを 丹 羽 氏が 落札し、 西 園 鉄 
エ 所で 再生。 販売す ると 予想 以上の 
利益を 得た ため、 ベアリングの 国産 
化を 目指しました。 

1923 年、 丹 羽 氏の N、 巴 商会 
の T、 西 園 氏の N の 頭文字を とっ 
た 「NTN」 の 商標を 用いて ベ アリ 
ングの 販売を 開始 ◦国鉄 や 自動車 
部品 販売 会社、 家電 メ ー ヵ ー など 
から 次々 と 注文を 受け、 着々 と 成 
果を 上げて いきました。 

1934 年には、 日本で 初めて 航 
空発 動機 用の 超 高速 ベアリングの 開 
発に 成功 ◦航空機の 純 国産 化を 可 
能と する 基礎を 築きました 〇 19 
37 年、 「東洋 ベアリング 製造 株式 
会社」 へ 改名。 「1989 年までは、 
東洋 ベアリング 株式会社だった ので、 
『東べ ア』 『洋べ ア』 の 呼び 方に なじみ 
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